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1. はじめに 
1.1 BMS 開発の背景1 

近年の公共投資の縮減や道の厳しい財政状況のもと、高度経済成長期建設された橋梁などの公

共土木施設が、今後、本格的な更新時期を迎え、更新などに要する費用が大幅に増大することが

見込まれています。 

特に、橋梁については、今後 25 年で全橋梁数の 5 割に相当する約 2,500 橋が更新時期を迎え、

その更新に伴う費用は、他の施設に比べて膨大となり、また、老朽化による通行規制や重量制限

は、社会的に大きな影響を及ぼすことから、適切に対処していくことが必要となっています。 

 

その対応として、橋梁について、施設を有効に活用し（長寿命化）、更新費用の平準化やライ

フサイクルコスト（建設費用や補修費用など、施設の耐用年数の期間内に投入する総費用）の縮

減などを図るため、アセットマネジメント（資産管理）の考え方を導入した総合的なマネジメン

トシステムの構築を目的に、有識者で構成する「公共土木施設長寿命化検討委員会」において、

平成 16 年 6 月から平成 18 年 2 月まで計 5 回の審議を経て、橋梁マネジメントシステム構築に

向けた方針が示され、その報告書が平成 18 年 3 月 30 日に提出されました。 

 

1.2 公共土木施設長寿命化の基本方針 

橋梁の維持管理業務の基本的なフローを図 1.1 に示します。 

図中、青色で着色した項目は橋梁マネジメントシステム（以下、BMS）が支援する部分を示

しています。 

BMS は、高度成長期に整備された橋梁が今後更新時期を迎えるに当たり、それらの健全性を

維持しつつ更新時期の平準化およびライフサイクルコストの最小化を実現するために、補修・更

新の優先順位を付けた中長期維持管理計画の策定を支援することを目的としています。 

 

 

                                                  
1  北海道建設部：公共土木施設長寿命化検討委員会 報告書，平成 18 年 3 月 



HOCTEC 北海道市町村橋梁管理システム BMS 操作説明書（利用者編） 

 2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 橋梁マネジメントの流れ 
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2. BMS 概要 
2.1 BMS の流れ 

BMS の基本的な流れを以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 BMS の計算の流れ 
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2.2 BMS の基本機能 

BMS の基本機能を以下に示します。 

表 2.1 BMS の基本機能 

機能 内容 備考 

グルーピング 

（5 ページ） 

管理橋梁に対し、効率的・効果的なメリハリの

ある管理を実施するため、交通量や環境条件等

を考慮したグルーピングを行い、各橋梁の維持

管理区分を設定する。 

あらかじめ維持管理区分が

登録されている場合、その橋

梁のグルーピング処理（計

算）は省略される。 

計算条件設定 

（13 ページ） 

以下のデータを入力する。 

市町村名、計算開始年度、計算期間、社会的割

引率、その他維持管理費用、定期点検費用、工

事経費率、事業費換算率 

 

計算実行 

（13 ページ） 

個別橋梁の LCC 計算を各補修シナリオに対し

て実施する。 

補修シナリオは、「予防保

全」、「事後保全」、「大規模補

修・更新」に LCC 最小を加

えた計 4 ケース 

保全・更新費用

の推移 

（15 ページ） 

橋梁グループごと、補修シナリオごとに、単年

度の必要費用の推移と累計費用の推移をグラ

フ形式で表示する。 

 

橋梁の現況表示 

（17 ページ） 

管内の現況橋梁数、損傷状況、BHI の現状を表

およびグラフ形式で表示する。 

 

橋梁リスト 

（21 ページ） 

橋梁グループごとに「補修優先順位リスト」、

「要注意橋梁リスト」、「点検結果未参照リス

ト」を画面表示および CSV 形式で出力する。

 

橋梁群の状態推

移 

（26 ページ） 

橋梁グループごと、補修シナリオごとに、各点

検健全度ランクに該当する橋梁数比率の推移、

平均 BHI の推移および BHI が目標値以下の橋

梁数比率の推移をグラフ形式で表示する。 

 

個別橋梁のLCC 

（29 ページ） 

個別橋梁の部材ごとに、補修シナリオごとの劣

化予測および LCC をグラフ形式で表示する。

 

投資分析 

（30 ページ） 

初年度予算と予算伸び率を入力し、計算実行す

ることにより、予算制約下での各点検健全度ラ

ンクに該当する橋梁数比率の推移をグラフ形

式で出力する。 
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3. BMS 利用 
3.1 グルーピング 

① 『橋梁情報登録』のタブを選択します。 

② 登録済みの橋梁情報を検索することができます。検索対象の橋梁情報はログインユ

ーザーの市町村データとなります。他市町村が登録した橋梁情報は検索できません。

また、検索条件を入力して、検索対象のデータを絞ることが可能です。 

③ 「検索」ボタンをクリックすると橋梁情報が一覧に表示されます。何も入力せず「検

索」ボタンをクリックすると登録済みの全橋梁情報が一覧に表示されます。 

④ BMS 計算を行うには、対象橋梁のチェックボックスにチェックを付けます。 

⑤ 「BMS 計算」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「BMS 計算」ボタンをクリックすると、下図の確認画面が表示されます。「OK」ボタンをク

リックしてください。 

 

 

 

 

① 

③

② 

④ 

⑤ 
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１）グルーピング処理が必要な場合 

各管理橋梁について橋梁の維持管理区分（表 3.1 参照）が登録されていない場合、グルー

ピング処理を実施します。 

 

下図の確認画面が表示されます。内容を確認し、「実行」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「実行」ボタンをクリックすると、下図の確認画面が表示されます。「OK」ボタンをクリック

してください。 

 

 

 

 

 

 

「OK」ボタンをクリックすると、グルーピング※が始まり、完了後、下図の確認画面が表示さ

れます。「戻る」ボタンをクリックしてください。 
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２）グルーピング処理が不要な場合 

 各管理橋梁について橋梁の維持管理区分（次頁 表 3.1 参照）が登録されている場合、グ

ルーピング処理は不要です。グルーピング処理画面は表示されません。 

 

 

３）グルーピング処理終了後またはグルーピング処理省略後 

 グルーピング処理の有無によらず、最終的に下図の試算条件の設定画面が表示されます。 
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※ 橋梁の維持管理区分2の設定 

(1) 基本方針 

管理橋梁に対して同一の管理目標および管理方法を適用した場合、過大な補修・更新費用

が必要になり、効率的な維持管理の実現が不可能となる恐れがあるため、以下の事項を維持

管理計画策定の基本方針としています。 

・管理橋梁すべてを対象に、効率的・効果的なメリハリのある管理を実施するために、交

通量や環境条件等を考慮した維持管理区分を設定 

・各市町村の特性に応じて維持管理区分の判定基準を定め、効率的な管理の実現を目指す。 

 

(2) 橋梁の維持管理区分の設定 

1) 橋梁点検データ入力システムを用いた登録 

以下に示す判定基準（例）等を参考にして、「橋梁点検データ入力システム」を用いて

各管理橋梁の維持管理区分を登録します。 

 

表 3.1 維持管理区分の判定基準（例） 

維持管理 

区分 
定義 該当する橋梁条件例 

Ａ 

＜予防維持管理＞ 

・劣化が顕在化した後では、対策が困

難なもの。 

・劣化が外へ表れては困るもの。 

・設計耐用期間が長いもの。 

・第三者被害を及ぼす可能性のある橋梁 

・緊急輸送路（歩道橋を除く） 

・DID 地区（歩道橋を除く） 

・橋長 100m 以上（歩道橋を除く） 

・主要な市町村道（歩道橋を除く） 

・交通量 1,000 台／12h 以上（歩道橋を除く） 

・塩害影響地域（歩道橋を除く） 

 

Ｂ 

＜事後維持管理＞ 

・劣化が外に表れてからでも対策が可

能なもの。 

・劣化が表へ表れても機能に影響しな

いもの。 

 

・維持管理区分Ａ以外で橋長 15m 以上 

Ｃ 

＜観察維持管理＞ 

・使用できるだけ使用すればよいもの。 

・第三者影響度に関する安全性を確保

すればよいもの。 

 

・維持管理区分Ａ以外で橋長 15m 未満 

・第三者被害を及ぼす可能性のない歩道橋 

 

 

                                                  
2  北海道建設部：公共土木施設長寿命化検討委員会 報告書，平成 18 年 3 月 
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2) グルーピングによる方法 

「橋梁点検データ入力システム」を用いて維持管理区分が登録されていない場合、グル

ーピングにより維持管理区分の設定が行われます。 

グルーピングによる維持管理区分の設定方法を表 3.2 に示します。グルーピングは、表

3.2 に示す各管理水準の内容に基づき行いますが、管理水準 3 種に属する橋梁については、

さらにグループを 3 つに区分します。ここで、グループ③の交通量 5,000 台／12h は、主

要地方道の平均交通量程度（表 3.4 参照）を考慮したものです。 

各橋梁グループに対して、以下の考え方に基づき、維持管理区分を設定します。 

 

グループ①：第三者に被害を及ぼす可能性のある橋梁径間部については、劣化損傷が顕

著化する以前に予防保全的対策を行うことが望ましい。 

グループ②：重要度の高い橋梁であるため、予防保全的対策により長寿命化を図ること

によりライフサイクルコスト（LCC）の最小化と工事に伴う社会的影響（外

部不経済）の低減が可能となる。 

グループ③：幹線道路や交通量の多い路線に位置する橋梁は、②と同様、予防保全的対

策を行うことが望ましい。また、塩害に対しては予防保全が効果的となる。 

グループ④：比較的重要度の低い橋梁に対しては、劣化が顕在化した段階で、事後保全

的対策を行い、それ以上の性能低下を防ぐものとする。 

グループ⑤：小規模橋梁および自転車道については、積極的な対策を行わず、使用でき

るだけ使用し、寿命段階で大規模補修あるいは更新を行うものとする。 

 

表 3.2 橋梁のグルーピング 

管理水準 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 内容 維持管理区分 

管理水準１種 ① ・第三者被害を及ぼす可能性のある橋梁 A 

管理水準２種 ② 
・緊急輸送路 
・DID 地区 
・橋長 100m 以上 

A 

管理水準３種 

③ 
・主要道道 
・一般道道で交通量 5,000 台/12h 以上 
・塩害影響地域 

A 

④ ・①～③以外で橋長 15m 以上 B 

⑤ 
・①～③以外で小規模橋梁（橋長 15m 未満）

・①以外で自転車道 
C 
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表 3.3 管理水準の設定 

管理水準 定義 内容 

管理水準１種 

劣化や損傷が第三者に対す

る影響を未然に防ぐことを

目標として管理する水準 

鉄道、歩車道、公園や駐車場などが橋梁下にあり、

第三者に被害を及ぼす可能性のある橋梁の径間部

をいう。 

管理水準２種 
 

劣化や損傷が橋の機能低下

を招き、交通の安全および快

適なサービスに支障をきた

すことを未然に防ぐことを

目標とする管理の水準 

以下に該当する橋梁をいう。 
1)緊急輸送路ネットワークに架かる橋梁 
2)国勢調査による人口密度が 4,000 人/m2 以上の

調査区域の集合体で合計人口が 5,000 人以上の地

区（DID 地区）にある橋梁。 
3)橋長 100m 以上の長大橋。 

管理水準３種 

劣化や損傷が橋の機能低下

を著しく招き、交通の確保に

支障をきたすことを目標と

した管理の水準 

上記以外のすべての橋梁をいう。 

 

表 3.4 12 時間平均交通量3 

 

 

 

 

 

 

＜資料＞国土交通省「道路交通センサス」（平成 11 年度） 

注）1．（ ）内は対前年伸び率 

  2．一般国道（その他）には、指定区間内の優良道路が含まれます。 

 

                                                  
3  平成 15 年版 道路経済調査データ集 

(台/12h）

高速
国道

都市
高速

計 直轄 その他 計
主要

地方道
一般
県道

計

19,042 46,402 21,382 13,404 6,227 9,028 5,008 2,918 3,869 5,415 6,024

(0.96) (0.95) (0.96) (1.01) (1.01) (1.01) (1.02) (1.02) (1.02) (1.02) (1.01)

資 省「道路 成 度

合計年度

11

都道府県道一般国道
高速道路

一般道路

計
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(3) 管理計画の策定手法 

1) 維持管理区分と補修補強方針 

全ての維持管理区分の橋梁において予防保全を実施することによりトータルコストの

最小化が期待できます。 

よって橋梁マネジメントシステムにより個別橋梁における最適な補修シナリオを選定

する際は、予防保全も視野に入れた補修工法の選定を行い、予算制約下においては維持管

理区分に応じて優先順位付けするものとしました。 

 

2) 補修の優先順位付け 

a) 優先順位付けのための指標 

効率的かつ効果的な維持管理の実現と必要となる予算の平準化を行うためには、橋梁間

の補修の優先順位付けが必要となります。 

ここでは、橋梁の状態（損傷状況）を基本にした橋梁健全度（BHI）（19 ページ以降参

照）に加え、路線の重要度・立地条件・ユーザーコスト等の社会的要因を考慮した評価指

標を導入することにより、社会的要因を考慮した補修の優先順位付けを可能としました。 

 

※費用便益比（Benefit／Cost：BC とよぶ）4 

BC は次式により算定します。BC の値が大きいほど優先順位は高くなります。 

 

   
k

ij

k
ij

k
ij

k
ijjik

ij
C

CCRHDUC
BC




1
・・

 

  ここに、BCijk：k 年度における i 橋梁 j 部材の費用便益比 

      UCi：i 橋梁のユーザーコスト 

      Dj：j 部材の重み係数 

      Rijk：k 年度における i 橋梁 j 部材の点検健全度 

      H(Rijk)：Rijkに対する便益の低減係数 

      Cijk：i 橋梁 j 部材を k 年度に補修を行った場合の補修費用 

 

※ユーザーコスト（UC） 

迂回路交通による走行時間の増加を評価項目とし、橋梁毎に周辺の迂回路ネットワーク

に基づき時間損失を計算し、この時間損失に時間価値を乗じてユーザーコストとします。 

このユーザーコストは、各橋梁の価値と見ることもでき、また周辺の代替道路ネットワ

ークの充実の程度をあらわす指標と考えることもできます。 

                                                  
4  杉本博之，阿部淳一，赤泊和幸，渡邊忠明：公共投資の経年的シナリオに対する橋梁の健全

度推移に関する研究，土木学会論文集，No.780／I－70，2005 
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b) 各橋梁グループ間の優先順位付け 

各年度の補修計画は、各部材に対して、表 3.5 に示すように各橋梁グループの維持管理

区分ごとに設定した優先順位、点検健全度、補修補強方針に基づき優先順位付けを行い、

同一区分においては BHI、BC を考慮して優先順位付けするものとしました。 

表 3.5 維持管理区分と補修補強方針（カッコ内の数字が区分間の優先順位） 

グループ①②③ グループ④ グループ⑤

維持管理区分Ａ 維持管理区分Ｂ 維持管理区分Ｃ

5（良） 定期点検 定期点検 定期点検

4 定期点検 定期点検 定期点検

3 補修検討（予防保全）補修検討（予防保全）補修検討（予防保全）

2 補修検討（事後保全）補修検討（事後保全）補修検討（事後保全）

1（悪） 大規模補修・更新 大規模補修・更新 大規模補修・更新

点検健全度

(1) (2) (3)

(4) (5) (7)

(6) (8) (9)

 
※点検健全度に着目するが、施策的にグループ①～③の予防保全を優先する場合 

※表中、太線は管理目標を示す。 

 

3) 補修優先順位リストの作成 

以下の手順により対策の優先順位付けを行い、補修優先順位リストを作成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BHIが同レベルの範囲内（10の範囲内）の場合は、費用便益費
（BC）の大きい順に並べ替える

BHIが同レベルの範囲内（10の範囲内）の場合は、費用便益費
（BC）の大きい順に並べ替えるSTEP6STEP6 BHIが同レベルの範囲内（10の範囲内）の場合は、費用便益費
（BC）の大きい順に並べ替える

BHIが同レベルの範囲内（10の範囲内）の場合は、費用便益費
（BC）の大きい順に並べ替えるSTEP6STEP6

同一点検健全度・同一維持管理区分の場合は、BHI（予測値）の

小さい順に並べ替える

同一点検健全度・同一維持管理区分の場合は、BHI（予測値）の

小さい順に並べ替えるSTEP5STEP5
同一点検健全度・同一維持管理区分の場合は、BHI（予測値）の

小さい順に並べ替える

同一点検健全度・同一維持管理区分の場合は、BHI（予測値）の

小さい順に並べ替えるSTEP5STEP5

点検健全度が同点の場合、維持管理区分A，区分B，区分Cの順

に並べる

点検健全度が同点の場合、維持管理区分A，区分B，区分Cの順

に並べるSTEP4STEP4
点検健全度が同点の場合、維持管理区分A，区分B，区分Cの順

に並べる

点検健全度が同点の場合、維持管理区分A，区分B，区分Cの順

に並べるSTEP4STEP4

次年度の点検健全度の低い順に並べる次年度の点検健全度の低い順に並べるSTEP3STEP3 次年度の点検健全度の低い順に並べる次年度の点検健全度の低い順に並べるSTEP3STEP3

対象年度が同じ場合は、主要部材、二次部材の順に並べる対象年度が同じ場合は、主要部材、二次部材の順に並べるSTEP2STEP2 対象年度が同じ場合は、主要部材、二次部材の順に並べる対象年度が同じ場合は、主要部材、二次部材の順に並べるSTEP2STEP2

対象年度順に並び替える対象年度順に並び替えるSTEP1STEP1 対象年度順に並び替える対象年度順に並び替えるSTEP1STEP1



HOCTEC 北海道市町村橋梁管理システム BMS 操作説明書（利用者編） 

 13

3.2 試算条件の設定および計算実行 

【計算実行の手順と留意事項】 

① 評価を開始する年度を西暦で入力します。 

② 評価対象期間を整数で入力します。 

③ 社会的割引率（％）を入力します（通常は 0.0％または 4.0％）5。 

④ 対象とする市町村で主要橋梁部材以外の維持補修に必要な年間費用を入力します

（保全・更新費用の計算時に考慮されます）。 

⑤ 対象とする市町村の年間定期点検費用を入力します（保全・更新費用の計算時に考

慮されます）。 

⑥ 経費率（％）を入力します（保全・更新費用の計算時に考慮されます）。 

⑦ 事業費率を入力します（保全・更新費用の計算時に考慮されます）。 

⑧ 『計算実行』ボタンをクリックします。 

⑨ 『補修工法の確認・変更』ボタンをクリックし、補修工法の確認と変更を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「計算実行」ボタンをクリックすると、下図の確認画面が表示されます。内容を確認し、「OK」

ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  
5  国土交通省：公共事業評価の費用便益分析に関する技術資料，平成 16 年 2 月 

② 

④ 
⑤ 

③ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

① 

⑨
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「OK」ボタンをクリックすると、下図の確認画面が表示されます。「確認」ボタンをクリック

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補修工法の確認・変更】 

① 確認・変更した部材のタブをクリックします。 

② チェックボックスをクリックし、各工法に適用する点検健全度を変更します。 

③ テキストボックス内の補修単価を変更します。 

④ 『変更する』ボタンをクリックし、変更結果を保存します。 

⑤ 『標準工法に戻す』ボタンをクリックし、標準工法（初期値）に戻します。 

⑥ 『補修単価のCSV出力』ボタンをクリックし、設定補修単価等をCSV出力します。 

⑦ 補修工法の確認・変更画面を終了します。 

 

 

① 

② ③

④ ⑤ ⑥ 

⑦
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4. BMS 試算結果の参照（基本情報） 
4.1 保全・更新費用の推移 

『保全・更新費用推移』画面では、任意の橋梁グループ、補修シナリオの『単年度保全・更新

費用の推移』と『累計保全・更新費用の推移』を表示することができます。 

また、表示中のグラフは、『印刷』ボタンをクリックすることで印刷することができます。 

 

(1) 単年度保全・更新費用の推移 

【表示の手順と留意事項】 

① 『保全更新費用推移』のタブを選択します。 

② 『単年度費用の推移』のラジオボタンをクリックします。 

③ 表示させる『橋梁グループ』を選択します。 

④ 表示させる『補修シナリオ』を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

②

③ 
④



HOCTEC 北海道市町村橋梁管理システム BMS 操作説明書（利用者編） 

 16

(2) 累計保全・更新費用の推移 

【表示の手順と留意事項】 

① 『保全更新費用推移』のタブを選択します。 

② 『累計費用の推移』のラジオボタンをクリックします。 

③ 表示させる『橋梁グループ』を選択します。 

④ 表示させる『補修シナリオ』を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②

③ 
④

① 
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4.2 橋梁の現況表示 

試算対象とした市町村の『現況橋梁数』、『橋種別橋梁数』、『点検損傷度の判定状況』、『橋梁健

全度（BHI）別橋梁』を表およびグラフ形式で表示することができます。 

 

(1) 現況橋梁数 

【表示の手順と留意事項】 

① 『橋梁現況』のタブを選択します。 

② 『橋梁現況の集計』メニューの『現況橋梁数』を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②

① 
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(2) 橋種別橋梁数 

【表示の手順と留意事項】 

① 『橋梁現況』のタブを選択します。 

② 『橋梁現況の集計』メニューの『橋種別橋梁数』を選択します。 

（橋種が木橋や石橋、空欄の場合は、その他に計上されます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 点検損傷度判定状況 

【表示の手順と留意事項】 

① 『橋梁現況』のタブを選択します。 

② 『橋梁現況の集計』メニューの『点検健全度判定状況』を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②

②

① 

① 
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(4) 橋梁健全度（BHI）※別橋梁 

【表示の手順と留意事項】 

① 『橋梁現況』のタブを選択します。 

② 『橋梁現況の集計』メニューの『橋梁健全度（BHI）別橋梁』を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

②

① 
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※ 橋梁健全度（BHI）6とは… 

橋梁単位の健全度（橋梁健全度：BHI（Bridge Health Index））は定量的な指標として、

次式に示すように、各部材の点検健全度 R と部材間の重み係数を用いて加重平均法により計

算します。また点検健全度 R は、表 4.3 に示すように 100％～0％の健全度係数 a に変換しま

す。両者の関係については、今後の検討課題ですが、ここでは直線的な関係を用いることと

しました。 

 

BHI = 
i

RiaDi )(・  

ここに、BHI：部材の点検結果（損傷度）を考慮した橋梁健全度 

      i：部材番号 

Di：部材 i に対する重み係数 D1＋D2＋・・Dn＝1.00（表 4.1 参照） 

a（Ri）：部材 i の点検健全度 Ri に対する健全度係数（表 4.2 参照） 

 

表 4.1 部材間の重み係数 

部材 重み係数 Di

主桁 0.31 

床版 0.23 

橋台、橋脚 0.46 

 

表 4.2 点検健全度と健全度係数の関係 

点検健全度

R 
健全度係数 

a (%) 

５ 100 

４ 75 

３ 50 

２ 25 

１ 0 

 

                                                  
6  北海道建設部：公共土木施設長寿命化検討委員会 報告書，平成 18 年 3 月 
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4.3 橋梁リスト 

『橋梁リスト』画面では、任意の支庁、任意の年度（補修優先順位リストは評価年より 10 年

分表示）の『補修優先順位リスト』、『要注意橋梁リスト』を表示することができます。 

表示中のリストは、『リスト出力』ボタンをクリックすることで CSV ファイルとして出力する

ことができます。 

また、表示中のグラフは、『印刷』ボタンをクリックすることで印刷することができます。 

(1) 補修優先順位リスト 

【表示の手順と留意事項】 

① 『橋梁リスト』のタブを選択します。 

② 表示させる『補修優先順位リスト』の種類（予防／事後／大規模）を選択します。 

③ 表示させる『グループ』を選択します。 

④ 表示させる『市町村名』を選択します。 

⑤ 表示させる『支庁名』を選択します。 

⑥ 表示させる『橋梁名』を選択し、任意の橋梁における今後 10 年分の補修リストを

表示させることが可能です。 

⑦ 表示させる『年度』を選択します。 

⑧ 表示中のリストを CSV ファイルとして出力します。 

⑨ 絞り込み条件をクリアします。 

⑩ 表示中のリスト（予防／事後／大規模）を【様式１－２】の形式でエクセル出力し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

④ ⑤

③

⑥

⑦ ⑧ 
⑨ 

①

⑩ 
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＜個々の橋梁の修繕・架替え等に関する計画（案） 【様式１－２】＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１級：幹線 1級市町村道、２級：幹線２級市町村道、その他：その他市町村道 

 

 

 

事業費

（百万円）

A橋 １級 A線 249.8 1982 26 2002 ←-------→ ←-------→

【床版】床版防水工,断面修復工,ひびわれ注入 【高欄_地覆_防護柵】取替

【橋台】表面被覆工,断面修復工

【橋脚】表面被覆工,断面修復工

事業費 179,932

B橋 ２級 B線 415.3 1998 10 2002 ←-------→ ←-------→ ←-------→

【主桁】表面被覆工,断面修復工 【主桁】表面被覆工,断面修復工

【高欄_地覆_防護柵】取替 【高欄_地覆_防護柵】取替

【主桁】表面被覆工,断面修復工

【橋脚】表面被覆工,断面修復工

事業費 72,893

C橋 １級 C線 306.5 1999 9 2002

事業費 0

D橋 ２級 D線 485.3 1995 13 2002 ←-------→ ←-------→ ←-------→ ←-------→

【床版】床版防水工,断面修復工,ひびわれ注入 【主桁】表面被覆工,断面修復工

【伸縮装置】取替

【高欄_地覆_防護柵】取替

【床版】床版防水工,断面修復工,ひびわれ注入

【伸縮装置】取替

事業費 315,090

E橋 １級 E線 485.3 1995 13 2002 ←-------→ ←-------→ ←-------→

【床版】床版防水工,断面修復工,ひびわれ注入 【床版】床版防水工,断面修復工,ひびわれ注入

【伸縮装置】取替 【伸縮装置】取替

【主桁】表面被覆工,断面修復

事業費 230,409

F橋 ２級 F線 263.8m 1971 37 2000

事業費 0

798,324133,293 0 32,97028,465 0 159,575 197,118今後の修繕・架替え事業費（百万円） 0 0 246,902

最新
点検
年次 2016 2017 20182015

146,962

対策内容

橋梁名
道路
種別

路線名
橋長
(m)

架設
年度

供用
年数 2020

修繕
計画

対策の内容・時期・事業費（百万円）

2011 2012 20192013 2014

32,970

備考

対策内容

対策内容

108,701 48,528 73,180

対策内容

125,595 12,613 148,590 28,292

対策内容

対策内容

12,606 28,465 31,822
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(2) 要注意橋梁リスト※ 

【表示の手順と留意事項】 

① 『橋梁リスト』のタブを選択します。 

② 『要注意橋梁リスト』のラジオボタンをクリックします。 

③ 表示させる『グループ』を選択します。 

④ 表示させる『市町村名』を選択します。 

⑤ 表示させる『支庁名』を選択します。 

⑥ 表示させる『橋梁名』を選択します。 

⑦ 表示中のリストを CSV ファイルとして出力します。 

⑧ 絞り込み条件をクリアします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ④ ⑤

③

⑥
⑦ 
⑧ 

①
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※ 要注意橋梁リストとは… 

要注意橋梁リストとは、初期段階で損傷が発生している可能性がある橋梁のリストであり、

対象とする点検健全度における供用から点検までの経過年数が、その点検健全度への平均到

達年μ－標準偏差σから求められる年数以下の橋梁（特異値）を抽出したものです（下図参

照）。 

調査対象橋梁（部材）は、供用年から点検までの経過年数が、特異値と判定する経過年数

未満で、損傷が進展（点検時に点検健全度 3 または 2 と判定）している橋梁とします。 

表 4.3 特異値と判定する経過年数（部材ごと、点検健全度ごと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1：主要幹線（3 種 1 級）、幹線（3 種 2 級）、緊急輸送道路 

※2：補助幹線（3 種 3 級）、非標準化路線（3 種 4 級など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 特異値と判定する経過年 

 

No. 部材区分 適用条件 対象点検健全度 平均到達年μ 標準偏差σ
平均－偏差

μ－σ

1 3 22.7 11.9 10.8

2 2 29.8 10.4 19.4

3 3 22.9 11.3 11.7

4 2 28.7 9.3 19.4

5 3 22.8 11.6 11.2

6 2 26.2 10.1 16.1

7 3 22.6 12.0 10.6

8 2 30.4 11.4 19.0

9 3 32.9 11.3 21.6

10 2 37.7 9.6 28.1

11 3 31.3 10.6 20.7

12 2 35.9 10.4 25.5

13 3 23.5 11.7 11.8

14 2 27.0 11.5 15.5

交通量大※1

交通量小※2

鋼橋の床版

ＰＣ橋の主桁 標準式

標準式ＰＣ橋の床版

ＲＣ橋の主桁 標準式

ＲＣ橋の床版 標準式

下部工躯体 標準式

 特異値と判定 



HOCTEC 北海道市町村橋梁管理システム BMS 操作説明書（利用者編） 

 25

(3) 点検結果未参照リスト 

点検結果の入力上、問題があったために、BMS のデータとして参照することができなかっ

たリストです。 

その理由はリスト内の「メッセージ」を確認してください。 

【表示の手順と留意事項】 

① 『橋梁リスト』のタブを選択します。 

② 『点検結果未参照リスト』のラジオボタンをクリックします。 

③ 表示させる『市町村名』を選択します。 

④ 表示させる『橋梁名』を選択します。 

⑤ 表示中のリストを CSV ファイルとして出力します。 

⑥ 絞り込み条件をクリアします。 
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5. BMS 試算結果の参照（詳細情報） 
5.1 橋梁群の状態推移 

『橋梁群の状態推移』画面では、任意の橋梁グループ、補修シナリオの『点検健全度の推移』、

『平均 BHI の推移』、『目標 BHI 未満の橋梁の比率』を表示することができます。 

また、表示中のグラフは、『印刷』ボタンをクリックすることで印刷することができます。 

 

(1) 点検健全度の推移 

【表示の手順と留意事項】 

① 『橋梁群の状態推移』のタブを選択します。 

② 『点検健全度の推移』のラジオボタンをクリックします。 

③ 表示させる『橋梁グループ』を選択します。 

④ 表示させる『補修シナリオ』を選択します。 

⑤ 表示させる『部材選択』を行います。 

⑥ 『表示期間』を選択します。 

※全部材の中で最も悪い点検健全度を橋梁の点検健全度としています。 

※平均点検健全度は、橋梁の点検健全度の平均値を表示しています。 
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(2) 平均健全度（BHI）の推移 

【表示の手順と留意事項】 

① 『橋梁群の状態推移』のタブを選択します。 

② 『平均 BHI の推移』のラジオボタンをクリックします。 

③ 表示させる『橋梁グループ』を選択します。 

④ 表示させる『補修シナリオ』を選択します。 

⑤ 『表示期間』を選択します。 

※複数スパン存在する場合は、部材種別毎（主桁、床版、下部工）に最も悪い点検健全度

を部材の代表値として BHI を計算しています。 
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(3) 目標 BHI 未満の橋梁の比率 

【表示の手順と留意事項】 

① 『橋梁群の状態推移』のタブを選択します。 

② 『BHI＜□の橋梁比率の推移』のラジオボタンをクリックします。 

③ 目標値とする BHI（目標 BHI 未満の橋梁比率を表示）を選択します。 

④ 表示させる『橋梁グループ』を選択します。 

⑤ 表示させる『補修シナリオ』を選択します。 

⑥ 『表示期間』を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ⑤

③

⑥ ②

①



HOCTEC 北海道市町村橋梁管理システム BMS 操作説明書（利用者編） 

 29

5.2 個別橋梁の LCC 

『個別橋梁の LCC』画面では、計算対象となる橋梁個々の補修費用（ライフサイクルコスト）

（以下、LCC）および点検健全度の推移（劣化曲線）を表示することができます。 

また、表示中のグラフは、『印刷』ボタンをクリックすることで印刷することができます。 

【表示の手順と留意事項】 

① 『個別橋梁の LCC』のタブを選択します。 

② 参照したい橋梁のある『市町村名』を選択します。 

③ 参照したい橋梁のある『路線名』を選択します。 

④ 参照したい橋梁の『橋梁名』を選択します。 

⑤ 参照したい『表示部材』を選択します。 

⑥ 参照したい部材の『径間番号』を選択します。 
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6. 投資分析 
『投資分析』画面では、任意に設定した予算制約時の『点検健全度の推移』、『補修金額の推移』、

『補修数量の推移』、『平均 BHI の推移』、『目標 BHI 未満の橋梁の比率』を表示することができ

ます。 

また、表示中のグラフは、『印刷』ボタンをクリックすることで印刷することができます。 

 

(1) 投資分析計算の手順 

【表示の手順と留意事項】 

① 『投資分析』のタブを選択します。 

② 『初年度予算』を設定します（億円／年）。 

③ 『予算伸び率』を設定します（％）。 

④ 評価開始年より 10 年間に発生する保全更新費用を平準化した後に投資分析を行う

場合は、『初年度費用平準化』※のラジオボタンをクリックします。 

⑤ 『計算実行』ボタンをクリックします。 
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※ 初年度費用平準化7とは… 

投資分析による計算後、出力された結果を確認すると、初年度発生している補修工法の大

部分が、初年度までに点検健全度 1 に到達した部材の架替え、打換え、大規模補修、更新と

なる可能性があります。 

初年度多額の費用が発生しているケースに予算制約をかけると、初年度すべき工事が翌年、

翌々年と順延していき、本来すべき補修工事が実施できずに大部分が架替え、打換えになっ

てしまいます。 

実際は架替えが必要な損傷が顕在化した後も、実際の架替え工事までは数年～10 年程度の

猶予があると考えられます。 

よって上記の理由により、初年度費用平準化を行なうことにより、初年度発生している架

替え、打換え、更新工事を初年度より 10 年間の範囲に振り分けます。 

保全更新費用（全グループ）　予防保全
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図 6.1 初年度保全更新費用の平準化前（予算制約前） 
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図 6.2 初年度保全更新費用の平準化後（予算制約前） 

                                                  
7  北海道建設部：公共土木施設長寿命化検討委員会 報告書，平成 18 年 3 月 
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(2) 予算制約時の点検健全度の推移 

① 投資分析計算終了後に『投資分析』画面の『点検健全度の推移』のラジオボタンを

クリックします。 

※全部材の中で最小の健全度をもって、橋梁単位の健全度としています。 

※平均健全度は、橋梁単位の健全度の平均値を表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 補修金額の推移 

① 投資分析計算終了後に『投資分析』画面の『補修金額の推移』のラジオボタンをク

リックします。 
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(4) 補修数量の推移 

① 投資分析計算終了後に『投資分析』画面の『補修数量の推移』のラジオボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 平均健全度（BHI）の推移 

① 投資分析計算終了後に『投資分析』画面の『平均 BHI の推移』のラジオボタンを

クリックします。 
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(6) 目標 BHI 未満の橋梁の比率 

【表示の手順と留意事項】 

① 投資分析計算終了後に『投資分析』画面の『BHI＜□の橋梁比率の推移』のラジオ

ボタンをクリックします。 

② 目標値とする BHI を選択します（目標 BHI 未満の橋梁比率を表示）。 
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